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市
長
提
出
議
案

議
案
第
30
号~

第
43
号　
蓮
田
市
農
業
委
員

会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
委
員
14
人
を
任
命

　

蓮
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が
令
和
8
年

7
月
19
日
で
満
了
と
な
る
た
め
、
次
の
と
お
り
任

命
す
る
も
の
で
す
。（
氏
名
は
議
案
順
と
な
り
ま

す
）

議
案
第
44
号　
蓮
田
市
監
査
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

蓮
田
市
監
査
委
員
に
小こ

ば

林や
し

猛た
け
し

氏
を
選
任

　

蓮
田
市
監
査
委
員
小
林
猛
氏
の
任
期
が
、
令
和

8
年
6
月
20
日
で
満
了
と
な
る
た
め
、
再
び
同
氏

を
選
任
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
45
号　
蓮
田
市
固
定
資
産
評
価
員
の

選
任
に
つ
い
て

蓮
田
市
固
定
資
産
評
価
員
に
中な

か

田だ

真ま

美み

氏
を
選
任

　

蓮
田
市
固
定
資
産
評
価
員
荒
井
和
也
氏
の
人
事

異
動
に
伴
い
、
後
任
と
し
て
、
税
務
課
長
の
中
田

真
美
氏
を
選
任
す
る
も
の
で
す
。

　
令
和
8
年
6
月
定
例
会
は
、
去
る
6
月
16
日
か
ら
7
月
8
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
初
日
に
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
「
蓮
田
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
」
や
「
令
和
8
年
度
蓮
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
」
な
ど
26
議
案
が
上
程
さ

れ
、
い
ず
れ
も
同
意
、
承
認
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
市
長
追
加
提
出
議
案
と
し
て
「
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
」、「
令
和
8
年
度

蓮
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
」
の
2
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま

し
た
。
ま
た
同
日
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
「
非
核
三
原
則
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書
」、

「
蓮
田
市
議
会
議
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
の
2
議
案
が
上
程

さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

会期 ６/16 ㊋▶７/ ８ ㊌
６ 月 定 例 会

蓮
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の

　
　
　
　
任
命
に
つ
い
て
な
ど

　
30
議
案
を
同
意
・
承
認
・
可
決

市長就任の挨拶をする山口市長

農
業
委
員
氏
名

齋さ
い

藤と
う

和か
ず

久ひ
さ　

氏

佐さ

野の

景け
い

子こ　

氏

渋し
ぶ

谷や　
　

悟さ
と
る　

氏

関せ
き

根ね

美よ
し

弘ひ
ろ　

氏

竹た
け

内う
ち

幸ゆ
き

男お　

氏

廿つ
づ

浦う
ら

比ひ

呂ろ

見み　

氏

常つ
ね

見み　
　

淳じ
ゅ
ん　

氏

爪つ
め

川か
わ

博ひ
ろ

夫お　

氏

野の
ぐ

口ち　
　

勇い
さ
む　

氏

萩は
ぎ

原は
ら

和か
ず

夫お　

氏

本も
と

橋は
し

トと

シし

ヱえ　

氏

山や
ま

口ぐ
ち　

　

実み
の
る　

氏

山や
ま

本も
と

寿と
し

一か
ず　

氏

𠮷よ
し

岡お
か

政ま
さ

広ひ
ろ　

氏
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議
案
第
46
号　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
蓮

田
市
税
条
例
を
改
正

　

主
に
、
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
廃
止
に

伴
う
規
定
の
整
備
や
改
修
特
別
特
定
建
築
物
に
対

す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
に
関
す
る
規
定
の
整
備

な
ど
で
す
。

　

施
行
日
は
、
令
和
8
年
4
月
1
日
で
す
。

議
案
第
47
号　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
蓮
田

市
都
市
計
画
税
条
例
を
改
正

　

主
に
、
引
用
法
令
の
項
ず
れ
に
伴
う
規
定
の
整

備
や
改
修
特
別
特
定
建
築
物
に
対
す
る
都
市
計
画

税
の
減
額
に
関
す
る
規
定
の
整
備
で
す
。

　

施
行
日
は
、
令
和
8
年
4
月
1
日
で
す
。

議
案
第
48
号　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
に
伴
い

蓮
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
を
改
正

　

主
に
、
低
所
得
者
世
帯
に
係
る
国
民
健
康
保
険

税
の
軽
減
措
置
の
判
定
に
お
い
て
、
5
割
軽
減
の

対
象
世
帯
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
の
数
に
乗
ず

べ
き
金
額
を
30
万
5
0
0
0
円
か
ら
31
万
円
に
、

2
割
軽
減
の
対
象
世
帯
に
つ
い
て
は
、
56
万
円
か

ら
57
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
軽
減
措

置
の
対
象
を
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
に
お
け
る
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
の
限
度
額
と
軽
減
措

置
等
を
規
定
す
る
も
の
で
す
。

　

施
行
日
は
、
令
和
8
年
4
月
1
日
で
す
。

議
案
第
49
号　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
蓮
田
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
を
編
成

　

令
和
8
年
5
月
24
日
執
行
の
蓮
田
市
長
選
挙
に

伴
い
、
蓮
田
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
を
実
施
す
る

可
能
性
が
生
じ
、
速
や
か
に
予
算
措
置
を
講
じ
る

必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
関
係
予
算
に
つ
い
て
、
専

決
処
分
し
た
も
の
で
す
。
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
3
0
1
7
万
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
2
4
2
億
3
6
1
7
万
円
と
し
た
も
の
で

す
。

　

施
行
日
は
、
令
和
8
年
4
月
23
日
で
す
。

議
案
第
50
号　
蓮
田
市
印
鑑
の
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
等
の

一
部
改
正
に
伴
う
改
正

　

内
容
は
、
外
国
籍
の
方
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
多
機
能
端
末
機
で
印

鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
場
合
に
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
機
能
が
付
加
さ
れ
た
特
定
在
留

カ
ー
ド
及
び
特
定
特
別
永
住
者
証
明
書
を
利
用
可

能
と
す
る
も
の
で
す
。

　

施
行
日
は
、
公
布
の
日
で
す
。

反対討論

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
推

進
策
の
一
環
で
あ
り
反
対

�

諸
根　
善
昭
（
日
本
共
産
党
）

　

こ
の
条
例
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
し
て

の
機
能
を
付
加
さ
れ
た
特
定
在
留
カ
ー
ド
な
ど
の

扱
い
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
改
定
は
、

任
意
で
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
す
べ
て
の

外
国
籍
の
方
に
取
得
さ
せ
る
た
め
の
推
進
策
の
一

環
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
た
な
い

外
国
籍
の
方
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

に
設
置
さ
れ
て
い
る
多
機
能
端
末
機
は
利
用
で
き

な
い
た
め
、
む
し
ろ
不
公
平
を
拡
大
す
る
も
の
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
日
本
共
産
党
は
反
対
す
る
。

議
案
第
51
号　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備
の

工
事
請
負
契
約
を
締
結

工 

事 

名　

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
及
び
高
機

能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
設
備
更
新
工

事　

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備

工
事
箇
所　

蓮
田
市
大
字
閏
戸
1
7
8
番
地
1

（
蓮
田
市
消
防
本
部
及
び
本
署
他
1

分
署
）

契
約
金
額　

2
億
2
4
8
6
万
6
1
8
0
円

工　
　

期　

契
約
締
結
の
日
か
ら
令
和
9
年
3
月

27
日
ま
で

契
約
の
相
手
方　

三
峰
無
線
株
式
会
社　

北
関
東
支
店

議
案
第
52
号　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
設
備

の
工
事
請
負
契
約
を
締
結

工 

事 

名　

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
及
び
高
機

能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
設
備
更
新
工

事　

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
設

備

工
事
箇
所　

蓮
田
市
大
字
閏
戸
1
7
8
番
地
1

（
蓮
田
市
消
防
本
部
及
び
本
署
他
1

分
署
）

契
約
金
額　

2
億
6
7
8
2
万
3
8
2
0
円

工　
　

期　

契
約
締
結
の
日
か
ら
令
和
9
年
3
月

27
日
ま
で

契
約
の
相
手
方　

三
峰
無
線
株
式
会
社　

北
関
東
支
店

議
案
第
53
号　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

消
防
団
第
１
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
を
更
新

財
産
の
内
容　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
C
D
─
I

型
）
1
台

取
得
金
額　

3
1
4
6
万
円

契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社
モ
リ
タ　

東
京
支
店

議
案
第
54
号　
市
道
の
路
線
の
認
定
に
つ
い

て市
道
１
路
線
を
認
定

　

都
市
計
画
法
の
規
定
に
基
づ
く
開
発
行
為
に
よ

り
新
設
さ
れ
、
市
に
帰
属
さ
れ
た
1
路
線
を
市
道

1
9
5
4
号
線
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。
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議
案
第
55
号　
令
和
８
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

最
高
裁
判
決
を
踏
ま
え
た
生
活
保
護
費
の

追
加
給
付
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
計
上

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
6

 

1

 
4
 8 

万
3
0
0
0
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
2

 
4
 2 

億
9
7
6
5
万
3
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
に
、
職
員
給
与
費
、
生
活
保
護
業
務
経
費
及

び
生
活
保
護
扶
助
事
業
は
、
最
高
裁
判
決
を
踏
ま

え
た
保
護
費
の
追
加
給
付
に
要
す
る
経
費
を
計

上
。

　

橋
り
ょ
う
整
備
事
業
は
、
橋
り
ょ
う
整
備
事
業

費
負
担
金
を
継
続
費
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
に
伴

い
、
令
和
8
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
計
上
し
た

単
年
度
の
橋
り
ょ
う
整
備
費
負
担
金
を
減
額
。

　

教
育
指
導
業
務
経
費
は
、
埼
玉
県
道
徳
教
育
研

究
推
進
モ
デ
ル
校
の
委
嘱
の
内
定
を
受
け
た
た

め
、
所
要
の
経
費
を
計
上
。

議
案
第
56
号　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

救
急
自
動
車
を
更
新

財
産
の
内
容　

救
急
自
動
車　

1
台

取
得
金
額　

3
0
1
4
万
円

契
約
の
相
手
方　

埼
玉
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社　

岩

槻
店

議
案
第
57
号　
令
和
８
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

指
定
ご
み
袋
配
布
事
業
に
要
す
る
経
費

を
計
上

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
1

 

7

 
2
 5 

万
1
0
0
0
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
2

 
4
 3 

億
1
4
9
0
万
4
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
市
内
全
世
帯
へ
指
定
ご

み
袋
（
燃
え
る
ご
み
用
45
リ
ッ
ト
ル
10
枚
入
）
を

配
布
す
る
も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案

●●意　
　
●●見　
　
●●書

　

今
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
提
出
議
案
に
よ
る

意
見
書
1
件
を
可
決
し
、
衆
参
両
院
議
長
並
び
に

内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
関
係
各
大
臣
等
に
提
出

し
ま
し
た
。

議
第
2
号
議
案　
非
核
三
原
則
の
堅
持
を

求
め
る
意
見
書

　

非
核
三
原
則
「
核
兵
器
を
持
た
ず
、
作
ら
ず
、

持
ち
込
ま
せ
ず
」
は
、
1
9
6
7
年
に
当
時
の
佐

藤
栄
作
首
相
が
国
会
で
表
明
し
、
1
9
7
1
年
に

衆
議
院
に
お
い
て
こ
の
原
則
の
遵
守
に
言
及
し
た

決
議
が
可
決
さ
れ
て
以
来
、
非
核
三
原
則
を
国
是

と
す
る
国
会
決
議
を
積
み
重
ね
、
歴
代
内
閣
も
こ

れ
を
堅
持
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
、
安
全
保
障
関
連
3
文

書
の
改
定
に
向
け
た
議
論
が
与
党
内
で
行
わ
れ
て

お
り
、
殺
傷
能
力
の
高
い
武
器
は
従
来
よ
り
広
い

範
囲
の
防
衛
装
備
輸
出
が
可
能
に
な
る
と
さ
れ
た
。

こ
れ
に
伴
う
、
非
核
三
原
則
の
見
直
し
を
不
安
視

す
る
声
が
あ
る
。

　

核
兵
器
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
非

核
三
原
則
は
、
今
後
も
守
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。

　

蓮
田
市
平
和
都
市
宣
言
に
は
、
「
わ
が
国
は
、

世
界
唯
一
の
核
被
爆
国
と
し
て
、
非
核
三
原
則
を

堅
持
し
、
あ
の
広
島
・
長
崎
の
惨
禍
を
二
度
と
く

り
か
え
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
世
界
に
訴
え
つ
づ

け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。
1‌

9 

4‌

5
年
8
月
に
広
島
と
長
崎
に
も
た
ら
さ
れ
た
惨

禍
は
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
ず
、
被
爆
の
実

相
を
後
代
に
伝
え
る
こ
と
が
蓮
田
市
平
和
都
市
宣

言
の
精
神
に
通
じ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
核
兵
器
の
な
い

平
和
な
世
界
の
実
現
を
願
う
被
爆
地
の
思
い
・
国

民
の
願
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
非
核
三
原

則
を
堅
持
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

武
藤
康
史
議
員
の
辞
職

　

武
藤
康
史
議
員
は
、
去
る
5
月
17
日
に
蓮

田
市
長
選
挙
に
立
候
補
し
た
こ
と
に
よ
り
、

公
職
選
挙
法
第
90
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

日
付
け
で
議
員
を
辞
職
し
た
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
蓮
田
白
岡
衛
生
組
合
議
会

議
員
に
後
任
と
し
て
秦
邦
雄
議
員
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

市長の行政報告市長の行政報告
　今定例会における市長からの行政報告
は12件で、次のとおりです。
１　防災フェアについて
２　令和７年度情報公開・個人情報保護
制度の運用状況について

３　第18回ふるさと水辺ウォークについ
て

４　第36回商工祭さくらまつりについて
５　特定健康診査・後期高齢者健康診
査・がん検診について

６　デジタルサイネージの導入について
７　令和７年度蓮田市定例監査兼行政監
査結果の報告について

８　蓮田市の未来を語る子ども議会につ
いて

９　蓮田市・松川町小学生交流事業につ
いて

10　総合市民体育館パルシーのリニュー
アルオープンについて

11　積水化学工業株式会社武蔵工場との
連携協力に関する協定の締結につい
て

12　各部の主な事業の進捗状況について

菊池 義人議員勝浦 敦議員

　全国市議会議長会及び埼玉県市議会議長会の各定
期総会において、勝浦敦議員が在職15年以上の永年
勤続議員として、菊池義人議員が在職10年以上の永
年勤続議員として、表彰されました。

永年勤続議員
２人が表彰


